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介護ロボット等の種別 見守り・コミュニケーション

介護ロボット等の製品名 ドアコール

介護ロボット等の使用状況
（使用する業務・使用頻度等）

無断外出の可能性がある利用者の居室があるユニット及び主の玄関に常時
設置し、夜間は常時、日中は対象者に不安定な言動等がみられる場合に支援
員が受信機を携帯している。

介護ロボット等の導入効果
（導入による業務改善状況等）

これまでは対象者の行動把握（特に夜間）ができていなかったが、コールがあ
ることで即時の目視確認と、声掛けを行う支援がほぼ確実に行えるようにな
り、無断外出の未然防止と職員の心理的負担軽減につながっている。

介護ロボット等の導入の課題

ユニットが違う場合、支援員室で受信するには中継器が必要であり、更に離れ
た場所への移動時は使用できないことと、対象者以外の利用者の動きにも反
応がある為、機器に頼るだけではなく、支援方法や職員のオペレーションによ
る防止策も並行して行う必要がある。
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